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 要 旨   
 疫学研究は一貫してアルコール飲料が女性の乳ガンの独立した危険因子であることを示

している。この影響のメカニズムは不明だが、主な仮説はエタノール代謝産物のアセトア

ルデヒドによる突然変異生成によるというものであり、アセトアルデヒドは実験モデルと

分子疫学的研究の両方で数種類の癌の発生に対する影響が研究されてきた。疫学研究の多

くでアルコールデヒドロゲナーゼ-1B(ADH1B)His48Arg とアルデヒドデヒドロゲナーゼ

-2(ALDH2)Glu504Lys の遺伝的多型について調べてきたが、これはこれらの多型がアセト

アルデヒドへの暴露や蓄積に強い影響を持つためである。しかし、乳ガンに関して証拠は

ほとんどない。今回、飲酒とアルコール代謝酵素遺伝子 ADH1B と ALDH2 の多型の影響

の相互作用が女性乳ガンリスクへ与える影響を確認するため、新しく組織診断された乳癌

症例 456 人と年齢及び閉経状態が明らかな非癌対照者 912 人について症例対照研究を実施

した。ADH1B 及び ALDH2 遺伝子の多型と飲酒の間の遺伝子-遺伝子及び遺伝子-環境の相

互作用を評価した。十分な統計力にもかかわらず、乳ガンリスクに対する ADH1B と

ALDH2 遺伝子の有意な影響はなかった。飲酒と ADH1B と ALDH2 遺伝子多型の間の遺伝

子-環境相互作用も有意ではなかった。以上の著者らの結果により、アセトアルデヒドはア

ルコール誘発性乳ガンの発ガンに対する主要な要因ではないことが示唆された。 
 
 
 

 




